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 ２５  番     長江 秀幸      議員  

項目 令和５年度予算大綱説明と市政運営の基本方針について 項目  

（要旨） 

１ 本市の経済動向と予算編成について 

 （１）国、県の経済動向をどのように把握しているのか伺う。 

 （２）本市の経済動向をどのように分析し、予算に反映したのか伺う。 

 （３）一般会計の総額は前年度から１０億５０００万円増えて４１２  

億１０００万円。義務的経費や継続事業中心の骨格予算で、予

算規模は過去２番目となっている。ごみの減量、資源化に向け

た取り組みに重点を置いた感があるが、総合計画の歩みを加速

させるための十分な予算編成となっているのか伺う。 

 （４）歳入において、市民税は前年度比３．５％増の８８億５４６０

万円、法人市民税を同２４．５％増の１３億３１７０万円と見

込んでいる。企業活動、経済状況は好転しているとみてのこと

だとは思うが、昨今の原油価格・物価高騰の影響を加味しての

確信ある予算となっているのか伺う。 

（５）各事業の財源として、臨時財政対策債を含め市債を約１３億円

借り入れるとともに、公共施設等整備基金を約９億円取り崩し

て、公共施設等総合管理計画に基づく施設整備に活用するとし

ているが、財源の確保については適正と考えているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要旨） 

２ 第６次瀬戸市総合計画の将来像の実現について 

 （１）総合計画策定から６年が経過し７年目を迎える。市長は、「その

成果が求められる時期に入ったと認識している」と述べられて

いるが、この６年間の評価と今後どのように成果をあげていく

のか伺う。 

 （２）本市は、人口減少、少子高齢化が進む中でも、転入者数が転出

者数を上回る社会増の状況が続いている。また、昨年実施した

市民アンケート調査においては、住みやすさや住み続けたい傾

向といった評価も高い水準を維持しているとのことだが、人口

増にむけての現状の取り組みと今後の方策について伺う。 

 （３）昨年の代表質問の答弁で、「ＳＤＧｓのゴールに向けた取り組み

として、市民がいつまでも快適に過ごせるよう、生活環境の向

上と持続可能なまちづくりを実現していくため、リデュース、

リユース、リサイクルといった３Ｒを徹底し、循環型社会を構

築することによって本市の豊かな自然環境を次の世代につなげ

ていきたい。」との答弁であったが、現状と今後の具体的な取り

組みについて伺う。 

 （４）ジブリパークを活かし、本市としても発展、活性化をしていか

なければならない。今後の取り組みについて伺うとともに、お

もてなしの精神を持ってのあいさつ運動や環境美化の取り組み

はどのように進めていくのか伺う。 
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  ２５ 番      長江 秀幸     議員  

項目  項目  

（要旨） 

３ 都市像「活力ある地域経済と豊かな暮らしを実感できるまち」につ

いて 

 （１）地域産業の振興と人材の活躍推進について 

  ①近年の企業誘致の成果として、都市計画マスタープランに位置付

けられた産業系の土地利用誘導ゾーンのうち、八床町と幡中町に

おいて３社、尾張瀬戸駅前のホテル誘致と成果をあげてきたが、

その後の誘致活動と成果はどのようか伺う。 

  ②立地促進奨励金や企業再投資補助金などを活用して事業拡張する

市内企業があると思うが、利用実績、成果はどのようか伺う。 

  ③新たに企業誘致が可能となる候補地の抽出、誘致する業種を視野

に入れた検討は進んでいるのか伺う。 

  ④産業支援センターせとにＩＴ、ＡＩに精通したコーディネーター

を配置し、ＳＮＳの活用、ＩＴ簡易診断、生産性向上補助金フォ

ローアップなど、事業者のデジタル化に向けた支援をしている。 

   事業者のニーズがあると伺うが、現状と今後の取り組みについて

伺う。 

  ⑤農業振興については、第３次食育推進計画に基づき、食の安心・

安全の確保や地産地消などの取り組みを推進していくことで、地

元農畜産物の需要と供給の拡大を図り、農業を継続できる環境を

整えていくとのことだが、需要と供給の現状と実際拡大は図られ

ているのか伺う。 

 

 

 

 

（要旨） 

 （２）年齢や性別にかかわらず、働くことや起業・創業に挑戦できる

まちづくりについて 

  ①せと・しごと塾の卒塾生に対する支援策として、創業支援コーデ

ィネーターによる個人相談のほか、講習会や経営相談など商工会

議所や金融機関と連携し取り組んでいるが、成果、実績はどのよ

うか伺う。 

  ②中心市街地商店街への出店については、若い経営者による個性的

な出店が続き、商店街に若い客層の来訪が増加傾向にあり、商店

街の賑わい創出につながっているということだが、利用可能な空

き店舗の発掘、経営者の集積などの現状と対策はどのようか伺う。 

  ③ツクリテ支援については、コーディネーターに対する相談内容や

ツクリテバンク登録者を対象にしたアンケートの結果を参考にし

て販路開拓のためのイベント開催や相談業務、ツクリテによるセ

ミナーの開催などの支援を行い、好評を得ているということであ

る。コロナ禍においては、補助制度の活用や事業の見直しの相談

が多く、ＥＣサイトや補助金の活用のアドバイスで相談業務が功

を奏しているようであるが、ツクリテたちの自主的な活動や販路

開拓の状況はどのようか伺う。 
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 ２５ 番     長江 秀幸     議員  

項目  項目  

（要旨） 

 （３）地域経済の活性化につながる地域資源を活かしたシティプロモ

ーションの展開について 

  ①観光誘客、地域経済の活性化については、コロナ禍において、 

   旅行や観光に対するニーズや嗜好の変化に対応し新しい旅のスタ 

   イルにも合致した観光タクシーツアーが大好評を得ている。今後 

   日本遺産のまちの本市ならではの特色のある、有形・無形の財産 

   を最大限に活用し、さらなる観光誘客を図り、地域経済の活性化 

   に取り組んでいくと思うが、具体的方策について伺う。 

  ②昨年秋に開園したジブリパークは、今後、第２期エリアの開業も   

予定されており、様々な取り組みがなされていく。積極的なシテ 

ィプロモーション活動を展開していくとのことだが、具体的な戦 

略について伺う。 

③「瀬戸ファンを増やす、瀬戸で暮らす魅力を伝える」を基本目標 

とし、新たな戦略としてホームページやＳＮＳなどの積極的な活

用を図り基本目標ごとに設定したターゲットに伝わるシティプロ

モーションの展開をしてきたと思うが、その成果と今後の展開に

ついて伺う。 

  ④ふるさと納税の推進については、返礼品協力事業者と返礼品の充    

実を図りふるさと納税制度を活用した魅力発信の強化により、好

転してきている感があるが、引き続き返礼品の拡充に取り組んで

いくと思うが、具体的方策について伺う。 

 

 

 

 

（要旨） 

 （４）市民生活の利便性を高め、企業活動の活性化につながる都市基

盤の整備について 

  ①幹線道路、アクセス道路の令和５年度の整備内容について具体的 

に伺う。 

  ②ＤＸ推進について、行政手続きのオンライン化のためのシステム

改修に取り組んでいるが、現在までの進捗を伺う。 

③やきものの産地を感じられるノスタルジックな小径や散歩道、や

きものの専門店などの風景をインターネット上の仮想空間に再現

した「バーチャル瀬戸」を開発したが、利用状況と今後の展開に

ついて伺う。 

 

４ 都市像「安心して子育てができ、子どもが健やかに育つまち」につ

いて 

（１）ライフステージに応じた切れ目のない子ども・子育ての支援に

ついて 

  ①子ども・若者センターにおいて、困難を有する子ども・若者やそ

の家族に対し、専門的で切れ目のない支援を行うとのことだが、

福祉、介護、医療、教育などの関係機関との連携・協力は十分に

行われているのか伺う。また、ヤングケアラーへの支援など成果

は現れてきているのか伺う。 
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 ２５ 番     長江 秀幸      議員  

項目  項目  

（要旨） 

  ②妊産婦及び乳児の健康保持と経済的負担を軽減するため、産後健

康診査の回数を増やすとともに休日保育における祝日の受入定員

を増加するが、現状と具体的な取り組みについて伺う。 

  ③令和３年３月定例会の代表質問において、通院医療費助成の対象

拡大について伺い、「財政面や近隣市町の動向を踏まえ、検討して

いく必要があると考える」との答弁であったが、どのような検討

がされたのか伺う。また、現時点での通院医療費助成の拡大につ

いての考えを伺う。 

（２）瀬戸で学び、瀬戸で育ててよかったと思える教育の実現につい   

て 

  ①学校施設の長寿命化改良工事を進めるが、具体的改修内容と今後 

 の計画について伺う。 

  ②小中一貫教育を進めるとともに、子どもたちの多様な個性やニー 

ズに応じた教育施策を展開するが、具体的にどのように取り組ん

でいくのか伺う。 

 （３）多世代が子育てに関わることのできるまちづくりについて 

  ①コミュニティ・スクールについては、学校目標を地域と共有し、

地域未来塾をはじめとした学習支援、自然環境や地域の歴史や文

化の継承講座等、地域と共同で取り組んでいる。事業として、中

学校ブロックごとにコミュニティ・スクールの設置を進めるが、

課題と今後の進め方について伺う。 

 

 

 

 

（要旨） 

（４）都市基盤整備による居住環境の魅力向上と未来に向けた良好な環

境の継承について 

 ①居住環境の魅力向上と子育て世代にとって魅力のあるまちづくりを 

推進するため、子どもたちが安全・安心に通学できる歩道の整備を 

行うとともに、公園の安全性・快適性を向上するための施設の更新 

を実施するが、具体的な取り組みについて伺う。 

 ②中水野駅地区区画整理については、居住や子育て支援、商業施設な

どの新たな都市機能の誘導を図り、水野地域の拠点として整備を進

めるが、具体的にどのように取り組んでいくのか伺う。 

 ③都市基盤整備の課題として狭隘道路の問題がある。拡幅整備の状況

はどのようか。また、整備の課題である用地処理の方法等の整理状

況について伺う。 
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  ２５ 番    長江 秀幸    議員  

項目  項目  

（要旨） 

５ 都市像「地域に住まう市民が自立し支え合い、笑顔あふれるまち」

について 

 （１）誰もがいきいきと、健康に暮らすことができるまちづくりにつ

いて 

  ①フレイル予防として適切な保健指導・啓発等に取り組むが、具体 

的方策について伺う。 

  ②令和３年度においては、乳幼児を対象とする予防接種や検診は、 

新型コロナの影響を受けず受診率が維持できた一方、成人向け 

健康診査である女性の健診は感染拡大の影響で受診予定者の約３ 

割の方が受診を控えられ、がん検診においてもコロナ感染拡大前 

の令和元年と比較すると、全体として１割から２割程度受診率が 

減少している状況であった。その後の健康診査、予防接種、各種 

健診の受診の状況と取り組みについて伺う。 

 （２）高齢者が生きがいを持って活躍し、支え合いにより、安心して

暮らせるまちづくりについて 

  ①ＮＰＯ法人、民間企業との連携や地域包括支援センターの体制強 

   化に合わせて、多様な生きがい活動や社会参加活動の支援等に取 

り組んできたと思うが、地域や社会を構成する一員として社会貢 

献できる場の提供はできているのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

（要旨） 

  ②高齢者が自家用車に依存しなくても生活できる環境の整備と外出

機会の創出を目的とした移動手段の運行を行うとともに、高齢者

のフレイル対策を進めていくということだが、具体的にどのよう

に取り組んでいくのか伺う。 

（３）誰もが自立し、地域で支え合いながら生きがいを持って安心し

て暮らせるまちづくりについて 

 ①包括圏域内に設置した障がい者相談センターと瀬戸市障がい者相

談支援センターとの連携により、地域に根差した障がい者相談支

援体制を構築していくが、連携方法と相談支援体制は実際にどの

ように強化されるのか伺う。 

 ②菱野団地再生計画に基づき、住民との協働で再生に向けたプロジ

ェクトを進めるため、エリアマネジメント団体の活動支援などに

取り組むが、どのような支援になるのか具体的に伺う。 

（４）地域の生活環境の向上と安全・安心な地域づくりについて 

 ①今年度から開始したプラスチック製容器包装類の分別に加え、新

たに剪定枝の回収を実施し資源化を推進するが、回収方法、体制

等どのようになるのか伺う。 
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  ２５  番      長江 秀幸     議員  

項目  項目  

（要旨） 

  ②防災に関する様々な情報の収集・伝達方法を構築し、広く市民に

的確な避難情報の発令、伝達を行うため、コミュニティＦＭの有

効活用や安全安心情報メールの機能拡張など情報伝達手段の拡充

に取り組むが、市民に対しては実際にどのようにプラスになるの

か具体的に伺う。 

 （５）誰もが生涯にわたって学び、郷土に対する誇りと愛着を深める

豊かな地域づくりについて 

  ①令和４年に迎えた民吉生誕２５０年を契機に、その功績や精神を

学ぶフォーラムの開催や、交流連携協定を締結した天草市、ゆか

りの地である佐々町との交流を進め、また、瀬戸市史陶磁編の編

さん業務に取り組むとのことだが、市民をどのように取り込んで

いくのか伺う。 

６ 真に効果のある障がい者施策の実施について 

 （１）障がい者手当廃止後の取り組みとして、瀬戸市障害者地域自立

支援委員会から出された意見を基に、７つの分野（危機管理、障

害児、就労支援、外出支援、相談支援、権利擁護、緊急時）にお

ける課題解決を図るため、障害福祉の増進という視点で、各部連

携して事業を精査し、生活支援を加えた８つの分野に分類した施

策だが、今回、力を注いだ分野はあるのか伺う。また、全体的に

各分野に行きわたった事業となっているのか伺う。 

 

 

 

 

 

（要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


